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Ⅰ．はじめに 

高年齢者雇用安定法の改正法が２０１３年４月から施行されることになり６５歳まで

普通に働く時代になった。企業側は、働く場は用意するが、年功序列、終身雇用というか

つての雇用システムは維持できず、待遇などについては見直すことで対応している。 

Ⅱ．目的と意義 

本研究の目的は、引退への移行期の世代が、その変化について、どう受容、克服し、乗

り越えているのか、その過程を明らかにすることである。その世代が、変化の中で、ただ

受動的に流されるのではなく、自ら向かう先を主体的に選び取っていくにはどうすればい

いのか、その手掛かりを提供できれば、本研究は意義あるものになると考えている。 

Ⅲ．方法 

調査の対象は、引退への移行期にある、首都圏のホワイトカラーの男性勤労者で、５５

歳から６５歳までの１１人である。調査方法は質的調査であり、修正版グランウンデド・

セオリー・アプローチを用いた。分析テーマは「引退への移行期の雇用環境の変化に対す

る勤労者の適応過程」であり、分析焦点者は、「引退移行期の中で環境の変化にさらされて

いる男性の勤労者」とした。 

Ⅳ．結果 

インタビューから生成した概念をカテゴリー化し、そこから導き出されたコアカテゴリ

ーは以下の５つである。≪移行期への目覚め≫、≪無防備な移行期に危機感≫、≪会社と

の関係の切り替え≫、≪人生の見直し≫、≪日常生活の組み換え≫。引退への移行期の世

代は、まず移行期を実感し≪移行期への目覚め≫を迎える。その後、変化の中に自分が居

ることや選択肢がないことを受け止め、戸惑いや不安、閉塞感の中で、≪無防備な移行期

に危機感≫がつのる。その後、現役時代には不可分だった会社、人生、生活の３つの要素

が、それぞれ変容し、具体的には、≪会社への意識の切り替え≫≪人生の見直し≫≪日常

生活の組み換え≫が進み、さらにこの３つの要素が相互に作用、影響し合いながら、新た

な枠組みを作っていくことで雇用環境の変化に適応して行く、というのが分析結果である。 

Ⅴ．考察   

 旧来の日本的経営システムは年功序列のもとで長期安定雇用を実現してきたわけだが、

その運用方法は、働く人々に対して、できるだけ差をつけず長く意欲を持って働いてもら

うことだった。この「遅い選択」の仕組みのために、働く側は「会社人生」後を意識して

備えるよりも、目の前の仕事を優先し、結果的に≪移行期への目覚め≫を遅らせ、≪無防

備な移行期に危機感≫をつのらせることにつながった。また、日本的経営の中で、会社が

ソーシャル・サポートも引き受けていた面があり、その支えがなくなると、個人は、大き

な戸惑いや不安を抱くことになっている。 

日本経済が右肩上がりの時代、「何のため」に働くのかは時代の価値観として自明のこ

とだった。しかしいま決して自明のことではなくなっている。本研究では、変化への適応

過程を綿密に追ったわけが、引退への移行期の世代は、この時代の変わり目に遭遇し、新

たな価値観がどこにあるのか、またその中で、どう生きていくのか、必死に模索している。 

働くことは・・・、自分は・・・、何のため、誰のために必要なのか、現役時代が終わ

り、引退への移行期だからこそ、これまで以上に、その答えが必要になる。しかし、まだ、

新たな働き方のモデルが明確になっているわけではない。 
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